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２
０
１
６
年
10

月
27
日
国
連
総
会
の
第
１
委

員
会
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
結
交
渉
を
来
年
開
始
す

る
決
議
案
を
、
賛
成
１
２
３

カ
国
と
い
う
圧
倒
的
多
数
で

採
択
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る

市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　

１
２
３
カ
国
も

の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た

こ
と
は
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
で

あ
る
。

　
　
　
　
　

唯
一
の
被
爆
国

の
日
本
政
府
が
、
反
対
の
態

度
を
と
っ
た
こ
と
へ
の
見
解

は
。

　
　
　
　
　

被
爆
長
崎
の
自

治
体
の
長
と
し
て
、
残
念
な

思
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

日
本
政
府
は
国

民
多
数
の
立
場
に
立
ち
、
核

兵
器
禁
止
条
約
の
実
現
に
力

を
注
ぐ
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
　
　

決
議
が
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
岸
田
外
務
大
臣
は
、
交

渉
に
積
極
的
に
参
加
し
、
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
し
っ
か

り
主
張
す
る
と
発
言
さ
れ
て

い
る
の
で
、
今
後
注
視
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

南
島
原
市
で
の

い
じ
め
に
対
す
る
調
査
・
措

置
を
ど
の
様
に
講
じ
て
い
る

の
か
。
い
じ
め
の
把
握
は
。

　
　
　
　
　

25
年
度
は
小
学

校
４
件
、
中
学
校
14
件
。

　

26
年
度
は
小
学
校
１
件
、

中
学
校
９
件
。

　

27
年
度
は
小
学
校
６
件
、

中
学
校
９
件
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
案
は
す
べ
て
解
決
し

た
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

い
じ
め
の
防
止

に
は
教
師
が
子
ど
も
と
密
接

に
関
わ
る
時
間
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
現
場
は
、
多
忙

す
ぎ
て
そ
の
よ
う
な
時
間
が

取
れ
な
い
。
教
材
研
究
の
時

間
さ
え
取
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。

　
　
　
　
　

多
忙
を
な
く
す

手
立
て
と
し
て
、
毎
月
第
２

水
曜
日
を
、
子
ど
も
・
教
職

員
と
も
帰
る
日
と
し
て
提
案
。

週
１
回
は
定
刻
に
帰
る
環
境

を
作
る
よ
う
に
指
示
し
、
現

場
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　

予
算
を
伴
う
議

案
の
議
決
は
議
会
の
権
限
で

あ
る
。
臨
時
議
会
を
開
い
て

議
決
す
べ
き
で
あ
る
。
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平
成
28
年
11
月
14
日
に
福

岡
県
み
や
ま
市
議
会
議
会
報

編
集
特
別
委
員
５
名
と
事
務

局
職
員
が
南
島
原
市
議
会
広

報
紙
の
研
修
の
た
め
、
視
察

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

南
島
原
市
議
会
か
ら
は
、

広
報
編
集
特
別
委
員
会
の
中

村
副
委
員
長
と
下
田
委
員
が

説
明
の
た
め
対
応
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
初
め
に
、
み
や

ま
市
議
会
の
委
員
長
と
中
村

副
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た

の
ち
、
南
島
原
市
議
会
事
務

局
職
員
か
ら
、
南
島
原
市
議

会
だ
よ
り
の
作
成
ス
ジ
ュ
ー

ル
や
役
割
分
担
、
記
事
の
割

り
当
て
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
質
問
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
２
市
の
一
般
質
問
の

原
稿
の
ま
と
め
方
と
掲
載
の

仕
方
、
表
紙
写
真
の
被
写
体

の
選
び
方
の
違
い
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

両
市
の
議
会
だ
よ
り
で
、

掲
載
し
て
い
る
記
事
や
工
夫

の
仕
方
に
違
い
が
あ
り
、
視

察
を
受
け
入
れ
た
南
島
原
市

議
会
に
と
っ
て
も
、
大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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